
2019 大正中生活標語～各家庭みんなでやろうこれだけは～ 
 

PTA の皆さま。いつもお世話になっております。校長の向本です。 

 

さて過日から募っておりました今年度の標語のテーマですが、たくさんのご家庭から様々な内容

をおよせいただき本当にありがとうございました。 

 

ちなみに昨年度は本校生徒の大きな課題であるスマホ利用についての多くの意見から 

「スマホより やってみようよ “勉強１時間！”」 

「スマホより 家族で話そう 今日の出来事」 

「スマホより 手伝いをして 家族も笑顔」 

の３つを作らせていただきました。 

 

この効果もあり、ほとんどの生徒が携帯電話を下校時まで学校に預けているという状態に改善

されています。この事も生徒たちの、学習への頑張りが向上している一つの大きな要因だと思い

ます。しかし上の標語の通り、家にいる時のスマホの使い方が大きな課題として残っています。大

切な事は子ども自身の意識が変わることです。引き続き、子どもがスマホに依存しない雰囲気づく

りに３本の竹が連携して取り組んでいきましょう！ 

 

さて、今回お寄せいただいた内容にはスマホだけに限らず、子育て全体にわたることが多く記さ

れていました。７月１１日の午後に PTA 三役さん、前会長が集まり、お寄せいただいた内容を吟味

し、今年度の標語を作成してくださいました。寄せられた内容の中でも特に多かった「会話」「スマ

ホ」「学習」「あいさつ」をテーマにしぼり作成されたのが以下の３点です。 

 

「スマホへの 情熱 そのまま勉強へ！」 

・保護者の方がしみじみうなずかれる文言ではないでしょうか。 

「何気ない 言葉のやりとり 家族の絆」 
・内容は関係ありません。とにかく話すことが大事です。 

「大正中 元気なあいさつ 評判だ」   
・「この学校の子はあいさつをよくしてくれる！」自信をもって伸ばしましょう。 

 



みなさんから寄せられたものを元に、「わかりやすいものを！」と今年もあれこれ考えながら標

語を作っていただきました。ご家庭の見える所へ貼っていただき、ご家庭でも機会ごとに意識して

いただければ幸いです。「意識を共にすること」が「３本の竹事業」のきほんのきです。みんなの力

で大正の子どもたちの学ぶ力を育ていきましょう！ （文責  校長 向本）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜皆さまからいただいた内容に、時には笑いながら 真剣に考える三役さんたち＞ 

 

 

ちなみにこんなのもありました⇓ 
 

学校へだまって行くな。いってきます。  

⇑わかるわかる（笑）  

 

 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                


